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研究開発単位Ⅰ：国際的視野を持って探究する６年必修課題研究「総合人間科」
教育方法： Problem Based Learning 評価方法：ポートフォリオ評価 パフォーマンス評価

研究開発単位Ⅱ：国際的素養を身につける 協同的探究学習(既存教科)
教育方法：発問を受けての個別探究→集団による探究→再度の個別探究

中学１年

中学１年

研究開発構想： トップ型SGUと一体化して「自立した学習者」を育てる探究型カリキュラム構築

○名古屋大学海外事務所

○リーディング大学院
グローバルな学生と生
徒の学び合い

トップ型SGUと
一体化した研究開発

他大学との連携
・愛知大学

GGJさくら21プロジェクト

・名古屋外国語大学

○ 高大接続研究センター
（H27年4月本校に開設）

協同で以下を研究開発
・高大接続入試
・ Advanced Placement

（AP)curriculum

・IB資格の活用法

○教科の枠を超えた融合カリキュラム
SSH自然と科学 SSH情報と社会

○大学教員による連続講座 学びの杜
SSH生命科学探究講座 SSH地球市民学探究講座

SSH 物理学探究講座

ＳＳＨとの相乗効果

「課題探究Ⅰ」

幅広い興味関心から
探究する心を育む

目標：ものごとの本質を捉え、国際的視野を持って探究し続ける、勇気と判断力のある「自立した学習者」を育てる

「課題探究Ⅱ」

○中学の学びを基に、
高校３年間で文理にと
らわれない１つの「地
球的課題」を対象に探
究する、仮説検証型課
題研究中１

【生き方を探る】
人と地域から

中２
【生命と環境】

身近な問題から

中３
【国際理解と平和】

体験から

地球的課題の６領域

【自然と環境】
地球・食糧・
エネルギー

【平和】
紛争・民族
・国際理解

【生命】
健康・医学

【人権と共生】
生存・差別
・障がい

【心】
教育・犯罪

【文化】
言語・芸術

表現

○グローバルキャリア
モデルとのリレーシン
ポジウム

課題研究以外の研究開発

他の高校生と協同して英語で留学生と行う課題発見・課題解決型探究活動

研究開発単位Ⅲ：グローバル拠点を活用して、表現力や
判断力を身につける方法の開発

国内拠点

海外拠点 現地の高校生と協同で行う探究型プロジェクトでの活用

SSHとSGHは学習者にとって車の両輪

○名古屋大学Global Discussion

○アジア拠点【モンゴル】新モンゴル高校、日本大使館、JICA事務所
○北米拠点【米国】Chapel Hill High School 、ノースカロライナ州商務省

○ Active Learning in English（ALE)
（ Global Issueを留学生と英語で討論）

○G30 for everyone (多様なステークホルダーとの討論）
○NUPACE(短期留学生と学びを共有）
○G30 International Program（長期留学生と学びの共有)

高
校

中
学

拠点活用

協同的探
究学習

課題探究

開発単位の概念図
重なり部分が真の
自立した学習者

高
等
教
育
へ
繋
が
る「
自
立
し
た
学
習
者
」

自立する学習者育成のための英語環境

名古屋大学教育学部附属中・高等学校



○「総合的な学習の時間」のカリ
キュラム開発とその評価

○「既存教科」学習法開発



研究開発単位Ⅰ：国際的視野を持って探究する６年必修課題研究「総合人間科」
教育方法： Problem Based Learning 評価方法：ポートフォリオ評価 パフォーマンス評価

ＳＧＨ高校の総合人間科（課題探究Ⅱ）

３年で完結／６つの研究領域からテーマを考える

フィールドワークは必要に応じて

中学の総合人間科（課題探究Ⅰ）

１年完結／１年ごとに大テーマ

フィールドワーク中心

評価方法

ルーブリックに従って、目標に
対してどこまで到達・達成でき
ているかを評価。

○評価対象：エビデンスノート、
レポート、ＰＢＬ振り返り、発表、
取り組み状況など



•ＰＢＬなど

•リサーチ
スキルの
獲得

Ｓ１
•課題研究
実施

•リサーチ
スキルの
適用

Ｓ２
•課題研究
のまとめ

•論文とプ
レゼン

Ｓ３

学年 時期 学習内容 

S1 4～9月 6領域に関するキーワード収集 
課題解決のための手法の学習 
文献調査の手法（探し方、読み方、記録の作り方） 

10～12月 PBL１（課題の分析、「問題」への分割、解決方法を実践的に学ぶ） 
 教員から与えられる課題を3か月で解決・達成する学習 

1～3月 PBL２（課題の分析、「問題」への分割、解決方法を実践的に学ぶ） 
 生徒は１とは違う教員の許で学習（教員は同じ課題を指導する） 
情報マップ作成（個人テーマに関わる文献調査のまとめ） 

S2 4～7月 領域別個人テーマ探究学習１ 
 課題設定→課題解決（調査・検証）→ミニレポート 
 ここで出た課題を次のクールのテーマにして良い 

9～12月 領域別個人テーマ探究学習２ 
1～3月 領域別個人テーマ探究学習３ 

S3 4～9月 研究のまとめ１ 
 S2時のミニレポートをもとに追加調査をし、論文化 

10～12月 研究のまとめ２ 
 論文を元に発表会 

 

指導の手引き作成により

すべての教員が参できる
どの教員でも同じコンセプトで実施できる



テーマ一覧

私たちのジェンダーは適正に理解され扱われているか。

未来のエネルギー資源はどうなるのか？

若年層の政治への関心を高めるにはどのような方策を講ずるべきか。

歩きスマホによる事故を減らすには、どのような対策が考えられ実行することができるか。

スポーツ環境として日本の「部活（運動部）」は正しく機能しているのか。

名古屋市は日本語非母語話者への情報提供手段として「やさしい日本語」の使用を促進すべきか。

順序 学習過程名 概要

１ 課題の分析 教員から与えられた課題を分析し、以下の作業をする。
１ キーワードを定義する
２ 課題を解決可能な具体的な問題へ分割する

２ 研究計画作成 「課題の分析」の段階で分割した「問題」を一覧し、いつ
までに、どの順で実施するか決める

３ 第一次問題解決 計画に基づいて調査を実施する

４ 第二次問題解決 前段階で新たに生まれた問題や、調べきれなかった問題を
解決するため調査を実施する

５ 結論 個人でミニレポートを書き、「課題」に対する答えを自分
の答えを作る

６ ふりかえり グループで問題解決の過程を振り返り、研究の進め方や方
法論として良かったこと、改善すべきことを跡づける。

高1 PBLグループ別学習課題（2016年度）

PBLの学習課程



課題設定 課題分析 研究計画 問題解決 表現

目標 ①課題を自らたてる ①課題を「問題」に分割できている ①「問題」の選択と配列ができている ①「問題」に対する解答を見つけられた ①一連の研究について説明できる

（つけたい力） ②探究する意味のある課題となっている ②キーワードの定義ができている ②「問題」解決のアプローチが明確になっている ②多面的な分析を加えることができた ②要点をしぼって説明できる

③解明すべき範囲が明確かつ適切である ③指定期間内で実行可能な計画である ②今後の課題を明確にできた ③自分の言葉でわかりやすく説明できる

（先行研究の分析を踏まえている）

＜課題発見力＞ ＜論理的・多元的思考力＞ ＜論理的・多元的思考力＞ ＜論理的・多元的思考力＞ ＜表現力＞

Ａ 自ら課題や仮説を設定している。 課題を解決するためのキーワードが 時間的・物理的に実行可能な計画が 問題に対して多面的な分析を 研究の経過・結果が一貫した内容で

（よくできている） その課題は、先行研究を踏まえた 充分に定義されている 立てられている 加えたうえで、新たな答えを 論理的に説明できている

探究する意味のある課題となっている。 課題が解決可能な具体的な問題に 問題に対する適切な解決方法が考えられ 見つけられた 主張を裏付ける証拠が提示されている

課題の内容は社会的な問題、 分割できている ている 今後の課題を明確にできている 先行研究との切り口・結論の違いを

地球規模の問題と関連付けられている 問題解決を進める順序が適切である 明確にできている

何を探究したいかが明確であり、その 専門でない人にもわかるように

範囲も明確化できている。 説明できている

Ｂ 自ら課題や仮説を設定している。 キーワードの定義があるが、不十分 実行の可能性に不安の残る計画である 問題に対しての分析が一面的 研究の経過・結果についての説明に

（できている） 課題の内容は、社会的な問題、 解決可能な問題もあるが、そうでない 問題に対する解決法に難がある である。 一貫性のないところがある

地球規模の問題との関連が不明確。 ものもあり、分割が不十分である 問題解決の進め方が不適切である 得られた答えは既存の解答の 無根拠な主張がみられる

範囲を出ないものである 先行研究との違いが明確にできていない

今後の課題は認識しているが、 知識を持っていないと理解に苦しむ

その把握が不明確である ところがある

Ｃ 何を探究したいかが不明確である キーワードの定義がない 問題の選択・配列を伴う、研究計画が 問題に対する解答がない。または 研究の経過・結果がつながっていない

（努力が必要） 解決可能な具体的問題があげられて 立てられていない その解答が見当外れである。 先行研究をなぞっただけになっている

いない 今後の課題も見つけられていない 聞いていてもわからない

Ｓ１ 0 25 25 25 15

Ｓ２ 30 15 10 30 15

Ｓ３ 20 20 0 20 40

PBLルーブリック



教室での学びと世界との関わりを学ぶ
グローバルキャリアモデルとのリレーシンポジウム

2015.6.11 勝野 哲 中部電力社長
『わたしたちの暮らしとエネルギー』

2016.2.4 天野浩 名古屋大学教授
『若い皆さんへのメッセージ 挑戦・自立・貢献』

2017.6.8 濵口道成 ユネスコ
『生き方、幸福、人類社会の未来について考えてみよう』



研究開発単位Ⅱ：国際的素養を身につける 協同的探究学習(既存教科)
教育方法：発問を受けての個別探究→集団による探究→再度の個別探究

個別探究Ⅰ

•思考のプロ
セスを明ら
かにする個
人探究場面

協同探究Ⅰ

•多様な考え
を比較検討
する協同探
究場面

•知識の関連
づけから問
題の本質を
掴む個別探
究

学習のプロセス

個別探究Ⅱ

取り入れている教科
国語・社会（地歴・公民）・英語・音楽・美術・家庭

指導助言者
藤村宣之 東京大学大学院教育学研究科教授

授業改革： 既存の知識を統合し、協同して学びを深める



研究開発単位Ⅲ：グローバル拠点を活用して、表現力や
判断力を身につける方法の開発

世界で活躍できる「グローバル人材」の育成

モンゴル写真 ノースカロライナ写真





SGH保護者ボランティアの設立
２０１６年度 合計４３名 → ２０１７年度 合計 ５３名

内容）
通訳： 英語、中国語、スペイン語、フランス語など

日本文化紹介： 着付け、書道、生け花、茶道など

講師： 社会人としての講話など

SGH理解・学校教育理解
につながる



SGHプログラム評価

育成する生徒の力

・ものごとの本質を捉える ・国際的視野を持つ
・探究し続ける ・判断力を持つ

・生徒の意識をはかるアンケート
・生徒の思考力をはかる記述型課題



3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

水準0 水準2 水準3 水準3＋

SGH_物事の本質

意識調査と思考力調査のクロス集計

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

水準0 水準2 水準3 水準3＋

SGH_国際的視野

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

水準0 水準2 水準3 水準3＋

SGH_探究

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

水準0 水準2 水準3 水準3＋

SGH_判断力



英語力調査 ～GTEC for studentsの実施



保護者アンケートより



生徒学校生活アンケートより



統制群と実験群 ～ t検定～
海外研修参加無 海外研修参加有

n M SD n M SD t
A:  本質理解 302 3.15 0.88 < 41 3.68 0.83 3.82***
B:  国際的視野 305 3.27 0.97 < 42 3.86 0.8 3.99***
C:  探究心 302 3.18 0.82 < 41 3.67 0.73 4.38***
D:  判断力 304 3.43 0.73 < 40 3.76 0.67 2.87***

国内研修参加無 国内研修参加有
n M SD n M SD t

A:  本質理解 284 3.2 0.9 < 59 3.28 0.81 0.67ns
B:  国際的視野 288 3.27 0.99 < 59 3.65 0.82 3.12**
C:  探究心 284 3.22 0.82 < 59 3.32 0.82 0.84ns
D:  判断力 285 3.47 0.74 < 59 3.48 0.7 0.14ns

CEFL B1 取得無 CEFLB1 取得有

n M SD n M SD t

A:  本質理解 327 3.19 0.88 < 16 3.79 0.84 2.79*

B:  国際的視野 331 3.3 0.95 < 16 4.1 1.13 2.8*

C:  探究心 327 3.21 0.81 < 16 3.84 0.85 2.9*

D:  判断力 328 3.45 0.71 < 16 4.01 0.87 2.9*



指定校としての成果の普及
① SGH研究成果発表会 ② マスメディアによる広報

③ 学校祭での成果発表 ④ 学校説明会でのSGH活動紹介



管理機関としての取組
① 支援の取組や管理方法・体制

② 成果普及の取組

③ 事業終了後の取組



① 支援の取組や管理方法・体制

人的支援 物的支援

金銭的支援 管理方法・体制

教育推進部
講師の派遣
留学生の派遣
企画の共同実施
G30講義への参加 など

学内施設利用
研究施設利用
中津川研修センター など

（定常的）
附属学校国際化推進経費
（競争的）
総長（副総長）裁量経費
研究科長裁量経費
奨励研究経費

など

教育学部附属学校協議会
学部合同運営委員会
計画評価委員会
特定基金連絡協議会

など



② 成果普及の取組
名古屋大学ホームページ 名大トピックス

記者懇談会



③ 事業終了後の取組
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